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UPI 短縮版における多段階評定化の試み　―
UPI16T-GR の信頼性・妥当性の検討―









　大学生の精神的健康を簡便に測定可能な尺度に UPI（University Personality Inventory）がある。
UPI は豊富な項目による内容多様性を特徴とするが，限られた調査時間で実施するという社会的要
請から短縮版の作成が求められている。本研究では，UPI の短縮版である UPI16T の評定方法を2
件法から4件法に変更し，少ない項目数ながら高い信頼性を有する尺度の構成を目的とした。大学
生866名を分析対象とし，項目反応理論による検討を行った結果，4件法16項目からなる UPI16T-






















































であり，Pj（θ）は j 番目の項目で潜在特性値がθである者の正答確率⑵，k は項目数，D は尺度因
子⑶，aj は識別力パラメータ，bj は困難度パラメータである。したがって，aj が大きいほど，また，
項目数が多いほどテスト情報量が高いと言える。
　評定段階が多段階の場合，2PLM を自然に拡張した段階反応モデル（Graded Response Model：
 　　　　　　　　　　　　⑴( ) ( ) ( )
  　　　　　　　　　　　　　⑵( ) =
1
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　IRTを用いたUPIの検討　IRT を用いて構成した UPI の短縮版に UPI16T（酒井ら，2011）がある。
UPI16T は UPI のライ・スケール4項目を除く56項目（以下，「UPI 原版」とする）と GHQ-30（中川・
大坊，1985）を基にカットオフ値付近で最も高い信頼性を取るように構成され，心理尺度としての信
頼性と妥当性が確認されている（酒井ら，2011）。また，UPI16T は UPI 原版と同様に内容多様性を
持つとされるが（酒井ら，2011），評定段階が2件法であるため，精神的健康をどの程度明確に評価



















えられる。そこで本研究では，UPI の短縮版である UPI16T の評定段階を多段階化し，短時間で精
神的健康を測定可能な尺度を構成することを目的とする。
























































M SD 0 1 2 3 2+3
 2. 吐気・胸やけ・腹痛がある 0.46 0.80 69.41 18.55  8.35  3.69 12.04
 7. 親が期待しすぎる 0.53 0.76 61.35 26.75  9.82  2.09 11.90
10. 人に会いたくない 0.59 0.81 57.57 29.13  9.60  3.70 13.29
11. 自分が自分でない気がする 0.42 0.73 69.94 20.81  6.82  2.43  9.25
12. やる気が出てこない 1.01 0.92 33.14 41.57 16.86  8.43 25.29
13. 悲観的になる 1.05 0.98 35.19 35.19 18.87 10.76 29.63
23. いらいらしやすい 0.86 0.92 44.34 31.64 17.67  6.35 24.02
25. 死にたくなる 0.38 0.77 75.84 14.22  6.13  3.82  9.94
26. 何事も生き生きと感じられない 0.48 0.78 66.44 22.45  7.52  3.59 11.11
28. 根気が続かない 1.08 0.92 29.68 41.92 19.40  9.01 28.41
30. 人を頼りすぎる 0.90 0.86 37.67 39.63 17.79  4.91 22.70
40. 他人に悪くとられやすい 0.69 0.76 46.54 40.99  9.58  2.89 12.47
43. つきあいが嫌いである 0.81 0.91 45.20 35.38 12.37  7.05 19.42
46. 体がだるい 0.72 0.88 50.92 31.76 11.43  5.89 17.32
49. 気を失ったり，ひきつけたりする 0.09 0.38 93.37  4.79  1.23  0.61  1.84
58. 他人の視線が気になる 1.20 0.92 24.54 40.25 25.89  9.33 35.21
※項目番号は「UPI 原版」のものを記載した。
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曲線 I（θ）を求めることができる（豊田，2012）。UPI16T-GR のテスト情報曲線 I（θ）を推定した
ところ，θ=1.56の時にピーク（I（θ）=11.70）を取ることが示された（図1左）。
　θの分布を平均値 =0.00，SD=1.00の標準正規分布と仮定し⑼，豊田（1989）に従って尺度全体の信









 2. 吐気・胸やけ・腹痛がある 1.02（0.09） 0.94（0.08） 2.25（0.12） 3.61（0.20）
 7. 親が期待しすぎる 0.49（0.07） 0.95（0.15） 4.19（0.22） 7.99（0.50）
10. 人に会いたくない 1.76（0.11） 0.27（0.05） 1.54（0.08） 2.57（0.13）
11. 自分が自分でない気がする 1.47（0.11） 0.79（0.06） 2.03（0.10） 3.14（0.17）
12. やる気が出てこない 1.86（0.10） -0.56（0.05） 0.92（0.06） 1.89（0.09）
13. 悲観的になる 2.00（0.10） -0.48（0.05） 0.71（0.05） 1.64（0.08）
23. いらいらしやすい 1.14（0.08） -0.25（0.07） 1.25（0.08） 2.81（0.14）
25. 死にたくなる 2.15（0.14） 0.90（0.06） 1.63（0.09） 2.28（0.12）
26. 何事も生き生きと感じられない 2.68（0.15） 0.51（0.04） 1.42（0.07） 2.15（0.11）
28. 根気が続かない 1.20（0.08） -0.91（0.07） 0.98（0.07） 2.35（0.11）
30. 人を頼りすぎる 0.59（0.07） -0.96（0.13） 2.15（0.14） 5.19（0.28）
40. 他人に悪くとられやすい 1.37（0.09） -0.13（0.06） 1.81（0.09） 3.15（0.16）
43. つきあいが嫌いである 1.38（0.09） -0.18（0.06） 1.35（0.07） 2.37（0.11）
46. 体がだるい 2.02（0.11） 0.05（0.04） 1.23（0.06） 2.08（0.10）
49. 気を失ったり，ひきつけたりする 1.09（0.16） 2.82（0.17） 4.10（0.27） 5.16（0.43）
58. 他人の視線が気になる 0.88（0.07） -1.50（0.10） 0.76（0.09） 2.88（0.15）
M 1.44 0.14 1.77 3.21
SD 0.60 1.03 1.04 1.64
※表中の括弧内は各項目パラメータの標準誤差を表す。
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範 囲（-0.66<θ<3.04）に お け る UPI14T-GR 得 点 の 期 待 値 は5.53－35.26で あ っ た。 以 上 よ り，
















Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ
Ⅰ UPI16T-GR（θ）  0.32 0.83 .93 *** 1.00 *** .94 *** .45 *** .67 *** .71 ***
Ⅱ UPI16T-GR（SP） 12.07 6.78 .81  .92 *** .99 *** .38 *** .54 *** .71 ***
Ⅲ UPI14T-GR（θ）  0.32 0.83 .94 *** .45 *** .67 *** .71 ***
Ⅳ UPI14T-GR（SP） 11.61 6.49 .81 rp .40 *** .58 *** .72 ***
Ⅴ 不機嫌・怒り  0.95 0.69 .83 .02 .00 .00 .02 .57 *** .50 ***
Ⅵ 不安・抑うつ  1.12 0.68 .80 .34 *** .09 .34 *** .15 .69 ***
Ⅶ 無気力  1.13 0.69 .80 .45 *** .55 *** .45 *** .54 ***
※ ***p<.001
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表5　UPI16T-GR と UPI14T-GR の各パーセンタイル点に対応する潜在特性値θ（n=122）
パーセンタイル点
min 10p 20p 30p 40p 50p 60p 70p 80p 90p max
UPI16T-GR（θ） -1.96 -0.69 -0.31 -0.02 0.09 0.37 0.56 0.72 0.98 1.27 2.96
UPI14T-GR（θ） -1.93 -0.66 -0.30 -0.04 0.09 0.35 0.58 0.73 0.98 1.27 2.96


























































































　以上の信頼性・妥当性の検討を UPI14T-GR についても行ったところ，UPI16T-GR とほぼ同様の
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⑻ 本研究では統計的に検討した結果を基に評定段階を多段階化した UPI 短縮版の精神的健康概念を考察するため，
渡部（2006）に倣って「構成概念」ではなく「測定概念」と表記する。






は BCa 法（Bias-corrected and accelerated percentile method）で推定した。
⑿ 図2－図5では各推定値および95% 信頼区間についてスプライン関数（平滑化パラメータ＝ .75）を用いて平滑化
した結果を図示した。横軸は潜在特性値θのパーセンタイル点とした。
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UPI 短縮版における多段階評定化の試み
 The University Personality Inventory （UPI） is a simple mental health test with a broad 
range of content, including various items. A shortened version of the UPI would be helpful for 
reducing the social demands of the test, enabling it to be carried out within a short time. The 
current study was conducted to revise the UPI16T, a shortened version of the UPI, from a two-
point scale to a four-point scale, with limited items and high reliability as a mental health test. 
The new scale was evaluated with a sample of 866 graduates based on Item Response Theory. 
The resulting UPI16T-GR （Graded Response model） contains 16 items, in a 4-point scale test. A 
high and wide test information curve indicated that the UPI16T-GR has good reliability within a 
wide area, and partial correlations between the UPI16T-GR and stress reactions confirmed good 
criterion validity. Interpretation of position parameters and quantile regression analysis explained 
by stress reactions demonstrated that the area mainly explained by “anxiety” and “helplessness” 
alternately appeared, depending on the position of the distribution. The results also suggested 
that the area in the upper 5% of the distribution probably reflects maladaptation of various 
mental disorders. Finally, we discussed potential applications of the UPI16T-GR in student 
counseling.
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